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はじめに 














だろうか。 AI の歴史は古く、概念そのものは 1947 年頃に提唱されており、Artificial Intelligence と
いう言葉じたいは、1956 年に米国で開催されたダートマス会議での人工知能に関する提案書のタイト
ルで初めて使用されたという１）。このあたりが AI の幕開けといえるだろう。そして、現在の AI ブーム
の中核ともいえる深層学習（Deep Learning）の原型であるニューラルネットワークをはじめ、礎とな
る研究が数多く行われ、第 1 次 AI ブームを迎える。 ソフトウェアの概念を生んだ「プログラム内蔵
方式」が考案されたのが 1946 年。その後真空管からトランジスタ、LSI へ、コンピューターそのもの
図 1 AI の歴史とブームの変遷 
も進化していった時期と重なる。AI はまさしくコンピューターの発展とともに発展していったと思われ
るが、その研究の発展やブームの隆盛は右肩上がりというわけではなく、過去何度かのいわゆる「冬の
時代」があった。だからこその現在の第 3 次ブームなのである（図 1）。 
 



































図 2 多層ニューラルネットワーク 
ニューロンと層が増えることで情報伝達や処理も増加し精度が向上する 
いまも続く第 3 次ブームとなる。2012年に画像認識コンテスト ILSVRC（ImageNet Large Scale Visual 
Recognition Challenge）で深層学習が圧勝しその精度の高さが脚光を浴び 4)、ブームは加速化する。そ



































の 1 つにすぎない。 表１６)は AI の代表的な研究テーマを整理したものだが、見ていただければわかる











対話システム コンピューターが人間と対話するための技術であり、古くは 1964 年に MIT で開発された「イラ
イザ（ELIZA）」が知られる。現在のボット（bot）の原形である。その後、米国国防高等研究計画局














































































述しておき、そのルールに従いコンピューターにより処理させるもので、第 2 次 AI ブームの説明
の際に挙げた、「エキスパートシステム」の考え方を継承するものと考えられる。 複雑な条件から
適切な回答を導きだすルールベースでは、当社製品をはじめとするソフトウェア製品をはじめ日常
図 6 人工知能(AI)の種類 
AI には多種多様な技術が内包されている 































































（Recognition of Exact Anatomical 
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